
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
過
日
、
福
浦
金
刀
比
羅
宮
の

例
祭
の
御
神
幸
祭
を
御
奉
仕
し
、
終
日
、
お
神
輿
（
お

み
こ
し
）
の
お
供
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

好
天
に

も
恵
ま
れ
、
担
ぎ
手
の
方
も
二
十
代
、
十
代
と
か
な
り

若
く
て
で
す
ね
、
そ
の
若
さ
に
負
け
じ
と
、
ハ
イ
ペ
ー

ス
で
歩
き
ま
し
た
の
で
、
翌
日
は
、
ふ
く
ら
は
ぎ
や
体

の
節
々
（
ふ
し
ぶ
し
）
が
痛
み
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、

派
出
所
の
入
り
口
の
扉
に
、
お
神
輿
を
「
突
撃
！
」
と

ぶ
つ
け
よ
う
と
す
る
若
者
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た

ら
、
神
輿
の
棒
（
棒
バ
ラ
と
い
い
ま
す
）
が
、
私
の
お

腹
に
命
中
し
、
体
が
扉
に
叩
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

つ
ま
り
で
す
ね
、
そ
の
棒
と
扉
に
、
一
瞬
、
は
さ
ま

っ
た
よ
う
に
な
り
、.

扉
の
ガ
ラ
ス
に
ヒ
ビ
が
入
り
ま

し
た
。 

お
祭
り
が
終
わ
っ
て
、「
お
つ
か
れ
で
し
た

ね
」
と
声
を
か
け
た
担
ぎ
手
の
若
者
か
ら
は
、「
宮
司

さ
ん
が
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
ん
よ
」
と
か
ら
か
わ
れ
な
が

ら
、
あ
い
さ
つ
を
返
さ
れ
る
始
末
で
し
た
。 

か
な
り

の
重
量
が
負
荷
（
ふ
か
）
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
自

ら
お
祓
（
は
ら
）
い
を
し
て
御
奉
仕
を
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
お
陰
様
な
の
で
し
ょ
う
、
不
思
議
な
事
に
、

ど
こ
も
異
常
な
く
無
事
で
し
た
。 

私
ど
も
は
、
五
月 

の
六
日
の
立
夏
か
ら
、
衣
替
（
こ
ろ
も
が
）
え
で
あ
り 

     

ま
し
た
か
ら
、
夏
装
束
で
の
御
奉
仕
で
し
た
の
で
、
強

い
陽
ざ
し
に
汗
ば
む
肌
も
、
福
浦
の
港
か
ら
の
浜
風
が
、

さ
わ
や
か
に
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

◇
東
日
本
大
震
災
よ
り
二
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
こ
の
大
震
災
は
、
大
地
震
と
大
津
波
が
同
時
に

起
こ
り
、
福
島
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
、
さ
ら
に

は
風
評
被
害
、
天
災
と
人
災
と
の
複
合
的
な
巨
大
災

害
で
あ
り
ま
す
。 

被
災
に
よ
っ
て
尊
い
命
を
亡
く

さ
れ
た
方
、
未
だ
行
方
不
明
の
方
、
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
、
心
か
ら
お
悔
み
と
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
哲
学
者
の
清
水
幾
太
郎
は
、
日
本
人
の
事
を
、「
大

地
震
に
よ
っ
て
脅
（
お
び
や
）
か
さ
れ
る
と
い
う
運

命
を
担
っ
て
い
る
民
族
で
、
そ
れ
は
、
遠
い
昔
か
ら

今
日
ま
で
、
恐
ら
く
遠
い
未
来
に
至
る
ま
で
。」
と

述
べ
て
い
ま
す
。 

我
々
は
、
目
に
は
見
え
な
い
大

き
な
力
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る
の
で

す
。 

大
自
然
の
恵
み
を
う
け
て
、
こ
の
地
球
と
い

う
大
地
に
住
ま
わ
せ
て
頂
い
て
い
る
の
で
す
ね
。 

「
地
球
に
や
さ
し
く
、
環
境
に
や
さ
し
く
」
と
い
う

の
は
、
人
間
の
お
ご
り
で
あ
っ
て
、「
地
球
に
、
環

境
に
や
さ
し
く
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」
か
ら
、
今
の

穏
や
か
な
日
々
が
あ
る
の
で
す
ね
。 

「
明
」
と
い

う
字
は
、
お
日
様
の
日
と
月
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

で
は
な
く
て
、
日
は
「
窓
」
を
表
し
、
窓
か
ら
月
光

が
入
り
込
む
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

古
代
の

人
々
は
、
そ
の
月
の
光
の
差
し
込
む
場
所
に
祭
壇
を

作
り
、
神
を
祭
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

や
は

り
、
未
来
永
劫
（
み
ら
い
え
い
ご
う
）、
地
球
に
環

境
に
や
さ
し
く
し
て
頂
く
事
を
祈
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
ね
。 

過
日
の
お
祭
り
は
、
そ
の
よ

う
な
祈
り
を
込
め
て
、
黒
い
浮
雲
（
う
き
ぐ
も
）
が

払
わ
れ
て
、
清
明
（
さ
や
）
け
き
月
の
光
を
仰
ぎ
た

い
、「
明
（
あ
か
）」
る
く
な
っ
て
欲
し
い
、
そ
の
一

心
で
御
奉
仕
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

 

◇
西
暦
一
、
七
七
五
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
起
き
た

「
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
」
で
は
、
約
七
万
人
の
方
が
亡

く
な
ら
れ
る
と
い
う
大
災
害
で
し
た
。 

そ
の
大
災

害
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
「
ル
ソ
ー
」
は
、「
自
然

に
か
え
れ
！
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。 

今
、
私

共
が
、「
自
然
に
か
え
り
」
生
活
す
る
事
は
不
可
能

で
す
。 

や
は
り
、
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
と
い
っ
た

「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
は
不
可
欠
で
す
。 

し
か
し
、

せ
め
て
、
や
っ
と
一
家
に
一
台
の
ク
ー
ラ
ー
と
い
う

二
十
年
前
、
扇
風
機
と
団
扇
（
う
ち
わ
）
で
過
ご
し

た
四
十
年
前
に
は
、
工
夫
を
し
な
が
ら
、
か
え
り
つ

つ
で
す
ね
、
節
電
に
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
ね
。 

そ
し
て
、「
大
自
然
を
敬
い
感
謝
す
る
」、「
大
自
然

へ
の
畏
敬
（
い
け
い
）」
と
い
う
、
心
だ
け
は
、
い
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つ
も
、
自
然
に
か
え
っ
て
い
た
い
も
の
で
す
。 

◇
橘
曙
覧
（
た
ち
ば
な 

あ
け
み
）
は
、
幕
末
期
の

文
壇
に
お
い
て
、
清
新
な
万
葉
調
の
歌
を
詠
ん
だ
歌

人
で
あ
り
ま
す
が
、 

「
た
の
し
み
は 
ま
れ
に
魚
煮
（
う
お
に
）
て 

 

児
等
（
こ
ら
）
が 
う
ま
し
う
ま
し
と 

い
ひ
て

食
う
と
き
」
と
い
う
歌
を
残
し
て
い
ま
す
。 

 

大
変
貧
し
い
生
活
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
た
ま
に
頂
く
魚
の
煮
つ
け
を
家
族
そ
ろ

っ
て
、
じ
つ
に
楽
し
そ
う
に
、
お
い
し
く
食
べ
て
い

る
、
和
や
か
な
一
家
団
欒
（
い
っ
か
だ
ん
ら
ん
）
の

様
子
が
う
か
ん
で
き
ま
す
ね
。 

ま
さ
に
、「
日
々

是
好
日
（
ひ
び
こ
れ
こ
う
じ
つ
）」、
毎
日
毎
日
が
穏

や
か
で
平
和
な
日
々
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
、
と
て

も
有
難
く
、
何
物
に
も
か
え
ら
れ
な
い
尊
い
も
の
で

あ
る
事
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

ご
自
愛
を
祈
り
ま
す
。 

◇
四
月
、
五
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
四
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
勧
学
祭 

＊
四
月
三
日 

▼
竹
の
子
島
金
刀
比
羅
宮
例
祭
＊
四
月
九
日
～
十
日 

 
 

 

▼
荒
神
祭
（
六
連
島
） 

＊
四
月
九
日 

▼
舟
島
祭 

＊
四
月
十
六
日 

 
 

※
舟
島
神
社
例
祭
、
佐
々
木
小
次
郎
慰
霊
祭 

 
 

▼
朝
粥
会 

 
 
 

＊
四
月
二
十
一
日 

 
 

▼
戦
没
者
慰
霊
祭 

＊
四
月
二
十
四
日 

 

▼
昭
和
祭 

＊
四
月
二
十
九
日 

 

▼
月
次
祭 

＊
五
月
一
日
、
五
月
十
五
日 

▼
塩
釜
神
社
例
祭 

＊
五
月
五
日  

▼
更
衣
（
こ
ろ
も
が
え
）
＊
五
月
六
日
（
立
夏
） 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
例
祭 

＊
五
月
十
五
日
～
十
六
日 

◇
五
月
の
祭
典
行
事
予
定 

 
 

▼
朝
粥
会
＊
五
月
二
十
一
日 

午
前
六
時
半 

◇
五
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
予
定 

 
▼
山
口
県
神
社
庁
並
び
に
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
役
員
会 

＊
五
月
二
十
日 

 
 

◇
教
学
研
究
委
員
会
調
査
研
究
委
員
会 

 

＊
五
月
二
十
日 

 
 

◇
北
九
州
神
職
会
親
睦
野
球
大
会 

＊
五
月
二
十
七
日 

 

▼
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係 

 
 

◇
南
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
歓
送
迎
会 

 

＊
五
月
十
三
日 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
五
月
十
八
日
、
二
十
五
日 

 
 

◇
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ 

＊
五
月
二
十
三
日
、
二
十
六
日 

 

▼
自
治
会
関
係
、
そ
の
他 

 
  

◇
し
お
か
ぜ
の
里
保
育
園
監
査 

 

＊
五
月
十
九
日 

 
 

◇
し
お
か
ぜ
の
里
保
育
園
役
員
会 

 
 
 

＊
五
月
二
十
六
日 

◇
健
康
診
断 

＊
五
月
二
十
七
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
宮
司
講
和
会 

 
 
 

＊
五
月
一
日 

 
 
 
 

※
午
後
六
時
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
！ 

 
 
 
 

※
次
回
は
、
六
月
一
日
！ 

 
 

◇
廣
旗
八
幡
宮
祖
霊
祭
（
美
祢
市
） 

 
 
 

＊
五
月
八
日 

 
 

◇
福
浦
金
刀
比
羅
宮
例
祭
宵
宮
祭 

＊
五
月
十
四
日 

 
 

◇
中
国
地
区
社
頭
講
話
研
修
会 

 
 
 

＊
五
月
三
十
日
～
三
十
一
日 

 

▼
当
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
奉
納
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
打
合
せ 

 
 
 

＊
五
月
二
十
一
日 

 
 

◇
早
起
会
総
会 

＊
五
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日 

 
 

◇
奉
賛
会
監
査
、
役
員
会 

＊
五
月
二
十
八
日 

 

▼
教
誨
活
動 

＊
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

    

◇
集
合
教
誨
（
女
子
） 

＊
五
月
九
日 

 
 

◇
集
合
教
誨
（
男
子
）
＊
五
月
二
十
三
日 

  

▼
倫
理
法
人
会 

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

＊
五
月
二
十
五
日 


